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環境報告活動

　1999年に環境活動のレポートを発行して以来、毎年環境

活動に関するレポートをまとめ、お客様や社員など、さまざ

まなステークホルダーの方々へ報告しています。2005年版

は、近隣の町内会や小学校のほか、新しい試みとして全国

約200箇所の図書館へも配布し、より多くの方々に読んでい

ただけるように努めました。

　2006年版も引き続き、グループ全体で取り組んでいる

「環境」や「社会」など、それぞれの側面についての活動を

掲載しています。さらに、企業の社会的責任を重視し、社

会とのかかわり、お客様とのかかわりについて幅広く掲載

しました。

　ホームページにおいても「環境経営」のコーナーを「企業情

報」の内に設けてYOKOGAWAの環境への取り組みを紹介し

ています。なお、英文版の報告書については、冊子を作成

せずグローバルホームページにPDF版で掲載しています。

　一部の海外関連会社とYMG甲府工場ではそれぞれのサイ

トレポートを作成し、地域とのコミュニケーションを図ってい

ます。また、YMGではより広く、社会とのコミュニケーションを

図るため、環境活動のホームページを開設しました。

環境活動のWebアドレス(日本語)
http://www.yokogawa.co.jp/eco/eco-toppage-jp.htm

環境活動のWebアドレス(英語)
http://www.yokogawa.com/eco/eco-toppage-en.htm

YMG環境活動のWebアドレス(日本語)
http://www.yokogawa.com/jp-ymg/corp/eco/eco-info.htm

2005年版環境経営報告書に対する反応

　2005年版環境経営報告書について、社外の方および

社員から多くの貴重なご意見をいただきました。まとめた

結果を報告いたします。(5点満点での平均点)

いただいたご意見(同様意見の多いもの)

　○構成が良く、読みやすい

　○環境以外の情報も多く掲載すると良い

　○写真やイラストを多く取り入れてほしい

　○技術的で分かりにくい部分がある

2006年版の社会・環境報告書作成に際し、これらのご意

見や結果を参考にいたしました。今後もさらに改善を重ね

ていきます。

その他のコミュニケーション活動

　2005年度も「セミコン・ジャパン2005」、「計測展

2005 TOKYO」、「YOKOGAWA技術未来展」など、多くの

展示会に環境調和型製品や環境ソリューション関連製品を

出展し、お客様にアピールしました。また、武蔵野市環境

市民会議や（社）日本電気計測器工業会（JEMIMA）の環境

グリーン委員会、(社)電子情報技術産業協会(JEITA)の環

境・安全総合委員会等、人材交流を積極的に展開しました。

編集後記
　今年から本報告書のタイトルを「YOKOGAWAグループ社会・環境報告
書」に改め、企業の社会的責任を重視し、社会とのかかわり、お客様との
かかわりに関する活動についてより充実させました。
　また、本報告書の特集記事では中国各拠点での環境管理体制、環境保
全活動や社会貢献活動などについて幅広く取り上げています。記事の内容
につきましては、中国の各拠点の協力のもと、海外において、初の現地
での取材を実現することができました。
　今後も、YOKOGAWAの取り組みをさらに幅広く報告していくとともに、
さまざまなステークホルダーの皆様からいただいたご意見を参考に、わか
りやすく読みやすい報告書とするべく改善をしていきたいと思います。
　本報告書をお読みいただいた皆様からの率直なご意見・ご感想をお待ち
しております。

○内容の分かりやすさ　　

○知りたいことの掲載状況   

○環境保全への取り組み状況

○全体の感想　　　　　
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　○構成が良く、読みやすい

　○環境以外の情報も多く掲載すると良い

　○写真やイラストを多く取り入れてほしい

　○技術的で分かりにくい部分がある
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　環境コミュニケーション活動

さまざまな方法で取り組む
環境コミュニケーション活動
YOKOGAWAでは環境報告書を中心として多様なコミュニケーション活動を展開しています。
集めた情報を自分たちの活動へフィードバックしています。

横河電機(蘇州)有限公司横河電機(蘇州)有限公司
環境報告書(中国)

YMG甲府工場YMG甲府工場
環境報告書(日本)

蘇州横河電表有限公司蘇州横河電表有限公司
環境報告書(中国)
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この印刷物は、有害廃液を排出しない「水なし印刷」方式を採用しています。またインキには、VOC
（揮発性有機化合物）成分フリーのインキを使用し、適切に管理された森林からの原料を含むFSC認
証紙を使用しています。

〒180-8750　東京都武蔵野市中町2-9-32
TEL.0422-52-9561（ダイヤルイン） FAX.0422-52-4197
http://www.yokogawa.co.jp/

2006年9月　地球環境室　発行



　本報告書は、2005年度のYOKOGAWAグループの
地球環境問題への取り組みや社会貢献活動などの概要を報告したものです。
　YOKOGAWAグループは、本報告書に開示された情報をベースに、
多くのステークホルダーの皆様との
コミュニケーションを深めていくことが重要と考えています。
　今年は、名称を改め「社会・環境報告書」として発行いたしましたが、
内容はいかがでしたでしょうか。
　出来るだけ分かりやすく、そして具体的な活動事例をあげて、
ご理解を深めていただけるよう努めたつもりですが、
まだまだ不十分な点もあるかと存じます。
　今後のYOKOGAWAグループの
社会・環境報告書をより充実させていくために、
皆様のご意見・ご感想をお寄せいただければ幸いです。
　お手数ですが、裏面のアンケートにご記入のうえ、
FAX、郵送などで送付していただきますようお願い申し上げます。

ご意見・ご感想をお寄せください

横河電機株式会社　地球環境室
〒180-8750　東京都武蔵野市中町2-9-32

ＦＡＸ 0422－52－4197
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＊お寄せいただきましたご意見、ご感想等は、次年度の報告書に掲載させていただく場合がございます。
　個人情報に関しましては、当社において適正な管理を行い、報告書の送付、質問へのご回答以外には利用せず、第三者への提供は行いません。
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この報告書をどのような立場でお読みになりましたか？

□お客様　□株主　□行政機関　□投資・金融機関　□環境ＮＧＯ・ＮＰＯ　

□YOKOGAWAグループ事業所の近隣にお住まいの方　□学校・教育機関　□学生　

□企業・団体のCSR・環境担当者　□YOKOGAWAグループの従業員　

□その他（ ）

記載された内容はいかがでしたか？

５.わかりやすい　　４.ややわかりやすい　　３.普通　　２.ややわかりにくい　　１.わかりにくい

ＹＯＫＯＧＡＷＡグループの環境保全活動の取り組みについてどのように感じられましたか？

５.良い　　４.やや良い　　３.普通　　２.あまり良くない　　１.良くない

知りたいと思われたことが十分に記載されていましたか？

５.十分である　　４.やや十分　　３.普通　　２.やや不十分　　１.不十分

報告書の中で特に印象に残ったところ、興味を持たれたところはどの頁ですか？（複数選択可）

□編集方針　□会社概要　□YOKOGAWAの社会的責任について　□特集2005

□社会とのかかわり　□お客様とのかかわり　□従業員とのかかわり

□環境マネジメント活動　□環境負荷の全体像　□環境会計　□目標と実績

□環境調和型製品の開発　□環境ソリューション　□グリーン生産ライン

□地球温暖化防止　□大気・水質・土壌の保全　□化学物質管理と削減　□ゼロエミッション　

□環境コミュニケーション活動　□その他（ ）

全体として、この報告書をお読みになってどのようにお感じになりましたか？

５.良い　　４.やや良い　　３.普通　　２.あまり良くない　　１.良くない

その他、ご意見、ご感想がありましたらお願いいたします。

「YOKOGAWAグループ社会・環境報告書2006」へのご意見・ご感想

ご協力ありがとうございました。差し支えなければ、下記にもご記入ください。

お名前

ご住所 〒

電話番号　　　　　　　（　　　　　　）　　　　　　　　　　E-mailアドレス

：横河電機株式会社 地球環境室 〒180-8750 東京都武蔵野市中町2-9-32
：0422-52-4197

郵送
Fax




